
制 定

改 訂

１．目的・概要

　試運転調整の目的は、設備工事の機能・性能の確認を通して最終的に工事の完成を確認する

ことにあります。また試運転調整は、以下の調整を行い進めていきます。

①各設備工種の工事着手から竣工引渡しまでに予定される試運転項目のリストアップ

②各ステップにおける建築工事と設備工事の工程の調整

③各ステップにおいて求められるポイントを踏まえた調整の実施

　ここでは試運転調整の工程計画において、適切な試運転日数の確保を目的として、試験項目

ごとに建築工事工程との相関を表したフロー図を示します。
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工程計画
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建築工事との工程調整①

日建連 注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません
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【通電作業】

日建連 注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません

設備工事情報シート その他 Ⅷ－Ｓ－１

工程計画
試運転調整を考慮した

建築工事との工程調整②
試運転調整
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設備機器が運転可能か

ＥＰＳ・防災センター施錠可能か
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試験データー取得期間の日数は確保

したか

総合連動試験計画書を作成し各種
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設置、ケーブル敷設が行えるか

電気室仕上げ工程調整及び盤類搬入

（経路）計画は行ったか

電源供給ルートが確保され盤類・機器・

装置類が適切に設置されているか

結線接続が適切で各種試験による

合否判定確認ができるか

インフラ接続における諸官庁申請

届出書は提出されているか

高圧引込ケーブル敷設・
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【通水作業】

日建連 注:この情報シートは日建連の基準､規格ではありません

設備工事情報シート その他 Ⅷ－Ｓ－１

工程計画
試運転調整を考慮した

建築工事との工程調整③
試運転調整

水圧試験

梁耐火被覆

ＰＳ形成

スラブｔｏスラブ壁

止水・基礎・床壁仕上
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諸室廻りの止水が完了しているか

受水槽設置

受水槽清掃・フラッシング

器具取付

ポンプ試運転

試運転調整
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ポイント

機械室、ポンプ室、ＰＳが形成され機器

設置、配管敷設が行えるか

配管ルートが確保され機器・装置類が

適切に設置されているか

インフラ引込位置と仮設計画は調整

できているか

送水前の器具水圧試験は行ったか

ポンプ・受水槽室仕上げ工程調整及び

機器搬入（経路）計画は行ったか

受電・送電は完了しているか

試験データー取得期間の日数は確保

したか

総合連動試験計画書を作成し各種

専門業者を配置し試験できるか

竣工書類作成引渡し
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屋上・躯体水槽等、防水の工程調整は

行ったか
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